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旧八竜町の水田地帯を流れ、八郎湖にそそぐ。 
 三種川を対象として選定した理由は、流域面積

が 150km2 と、八郎湖流入河川の中で馬場目川に

次いで大きく、かつ流域面積に占める水田面積の

比率が高いため、「灌漑期の濃度上昇が明確に確

認でき・・・八郎湖の北部に流入することから、

負荷の供給源河川として面源対策などを進める

必要がある」河川である（注 1）ことによる。 
   
 
３． 方法 
 
 本研究では、日山・佐藤・コールドウェル 1997
が提示している「対話に基づく地域づくりのプロ

セス」（スライド）に依拠しながら、3 つの段階

を踏んで研究活動をすすめる。このモデルは、何

よりまず「全員参加による対話」を重要視してい

る点に特徴がある（注 2）。 
 この手のモデルによくあるのは、まず地域づく

りの目標を決めて、次にその目標に向けて合意形

成を計っていく、というものであるが、そもそも

多くの現場では、目標設定→合意形成へと順序良

く進むものでもないし、まして定住性の高い農村

ではなかなかホンネが出てこないのが現実であ

る。その意味で、日山らのモデルは農村の現実に

フィットしていると考えた。 

 まず第 1 段階は、地域の「問題発見」である。

上記モデルによれば、地域づくりは、まず住民が

ホンネで語り合う（対話する）ことからはじまる。

ただし、ホンネを語り合うといっても、現実的に

はテーマをある程度絞らないと、語り合いの場を

設定することは難しいと考えられる。そこで、あ

らかじめ地域の町内会等の役員層に問題発見型

のヒアリングを行い、そこから住民に共通してい

て、なおかつ目標を見いだせそうなテーマを抽出

することとした。 
 なお、もちろん我々研究者サイドは「八郎湖流

入河川の水質改善」という目的を持っているわけ

であるが、それに直結したテーマが現場から出て

くるとは限らない。しかし、本研究では、流域の

現場で自律的に地域づくりに取り組むようにな

ることを重視する。そこで、今田 2000 がいう「支

援の原則」に則って、こちらの意図をはじめから

伝えることはしないこととする（注 3）。 
 第 2 の段階は、「対話の場のデザイン」である。

第 1 段階において、住民に共通するテーマを抽出

した後は、ホンネを語り合う場づくりが必要であ

る。そのような場づくりは、「できるだけ多くの

人に分け隔てなく集まってもらう」ことが大切で

ある。そのような場になるよう、現場で協議しな

がら設定する。 
 第 3 の段階は、「目標と手段の共有」である。

ここでは、実際に設定された「対話の場」におい

て、住民が考える目標とその実現に向けた手段を

抽出するとともに、住民の間でそれを共有する作

業を行う。なお、効率的に住民の考えを知り、共

有するために、（株）KEEPAD JAPAN 社のオーデ

ィエンス・レスポンスシステムを利用する。これ

は参加者にリモコンを配布し、そのボタンを押す

ことによって、質問に答えてもらうことで、パワ

ーポイント上で即時集計結果を提示できるシス

テムである。 
 最後に、このような大学と連携した対話の場の

有効性についてもアンケートを行う。 
 
 
４． 研究活動の経過（第１〜２段階、スライド） 
 
 １）問題発見段階 

 まず、三種川流域に在住しており、学プロの研

究協力者でもある元県職員の MT 氏を通じて、中

流に位置する T 集落を紹介していただいた。T 集

落を第一着手としたのは、（1）現在に至るまで定

住性の高い伝統的な農村であること、（2）八郎湖

まで一定の距離があり、その水質に対する関心が

強くないと思われることからアクション・リサー

チの効果が検証しやすいこと等の理由による。 
 まず T 集落の自治会三役（自治会長、副会長、

会計）および前三役を対象として、地域資源の賦

外部支援チーム：情報提供、きっかけづくりなどの支援による地域づくり過程の促進 

ホンネ 
（願い） 

個別目標： 
個別的問題の解決 

手段の共有 

結果 個別の多彩な手段 目標の共有 

変化に向けた 
個別的行動 

個人の領域 共同の領域 

資料：日山・佐藤・コールドウェル 1997　を一部改変 

1集落、複数集落 

対話 

対話 

対話に基づく地域づくりのプロセス 
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